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総合演習の⽬的

• これまでの授業や演習で学習した内容、修得し
た技術を総動員して、先⾏研究に関する⽂献レ
ビューを中⼼とした発表とレポート執筆を⾏う

• 発表→グループ

• レポート→⾃分の⾔葉で2000字
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フィールドワークと⽂献調査

1.先⾏研究を読み、これまでの通説の整理や、
これまでの研究で分かっていない点を確認

2.フィールドワークの計画と問い、仮説をたて
る

3.フィールドワークで会う⼈や調べる団体に関
して、ネットなどで最新情報を整理

4.インタビューや訪問調査から得られた情報を、
再度⽂献で確認

5.論⽂執筆へ
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これまでの振り返り

大学図書館
の魅力と研

究活動

• 大学図書館の役割の変化
• 研究と学術資料の今後（オープンアクセス）

資料調査の
入り口

• 書誌情報の読み方とKULINEの活用
• レポート執筆の流れ
• 参考資料を活用した資料収集の方法

情報の組織
化と検索

• 情報の組織化と分類体系：フォークソノミー、図書館分類など
• インデックスと検索の仕組み

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検
索・ＤＢ活用

• ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索の際の落とし穴
• 論文データベース・新聞データベースの活用
• 学術情報生産のサイクル・評価の方法

学術情報
の性質

学術情報
管理の
仕組み

情報源・
ツール
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グループ発表に向けて
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グループ発表の内容

1. 担当テーマを、独⾃の⾓度で掘り下げる

2. テーマに関係した⽂献の内容を網羅的に収集し、先⾏研究に
おける論点を整理

3. 2の内容を踏まえ、考察を⾏う

全員参加発表時間10分
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⽬標︕レビュー論⽂

• 論⽂には、⼤きく分けて研究論⽂とレビュー論⽂があ
る

• レビュー論⽂とは、特定のテーマに関するこれまでの
先⾏研究を整理し、そのテーマに関する課題を提⽰し
ている論⽂
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⼀般的なレビュー論⽂と研究論⽂の構造
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• レビュー論⽂

1.イントロダクション
▶研究の背景
▶問い（著者の問題意識）

2.研究⽅法
►先⾏研究を収集する範囲や⽅法

3.先⾏研究整理（レビュー）
►独⾃の視点により先⾏研究の整理

4.考察
►先⾏研究で⾔及されている（されて

いない）内容の考察

5.参考⽂献リスト

• 研究論⽂
1.イントロダクション

▶研究の背景
▶問い（著者の問題意識）

2.研究⼿法
►研究の対象・調査⼿法

3.先⾏研究レビュー
►先⾏研究の整理
►先⾏研究における本論

⽂の位置づけ
4.結果の結果とその分析
5.考察・結論

►この調査で得られた新
しい知⾒とその意義

►今後の課題
6.参考⽂献リスト



学会誌と紀要

紀要とは︖

• ⼤学や研究所などで出す、研究論⽂や調査報告
書などを載せた定期刊⾏物 （⼩学館『デジタ
ル⼤辞泉』）

• 学術⾊が強く査読制度があるものや、構成員の
調査報告が中⼼となるものなど内容は多様
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グループワーク１:レビュー論⽂に慣れる

• 各⾃が課題で読んできたレビュー論⽂について、
グループで情報共有をし、ワークシートに記⼊
してください。
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発表（レポート）テーマへのアプローチ
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レポート課題例

東南アジアにおける⺠主化のプロセスについて、1国
を選んで論述

教育に関するテーマを選び、⽐較教育学の⼿法を⽤い
て⽇本と他国を⽐較する

開発途上国の教育におけるジェンダーギャップについ
て調べて論じる

バイオマス・エネルギーに関連し、授業で取り上げて
いない先進的な事例を選び、論じる
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ポイント

課題の意図を理解した上で、テーマを設定する

テーマに関する⽂献を網羅的に収集し、理解している

先⾏研究を踏まえた上で、⾃分の考察を述べ、新しい視点や事実
を指摘する
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この授業の場合

1.当たったテーマに関連して、何を取り上げたいか︖

2.その問題について、どのような分野（⾓度）から検討
したいか︖

3.どのようなキーワードが考えられるか︖

4.1から３を、⼀⽂で表現すると︖

5.４のテーマについて先⾏研究の有無を調査
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グループワーク２︓発表内容の検討

２．４W１Hを考える
• When 年代
• Where 場所
• Who（＋to Whom) 

誰が
誰にとって

• Why なぜ
• How どのように

どのような

３．アプローチする⾓度
（分野）を考える

►社会
►経済
►政治
►技術
Etc….

16

１．事典を引いてみる （What）

キーワードマップ
を活用！



例えば︓「冷戦」 ステップ１
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https://japanknowledge.com/library/



• When 第⼆次世界⼤戦後
• Where 世界的規模
• Who（＋to Whom)

アメリカとソ連
• Why イデオロギー対⽴
• How 軍事対⽴

同盟関係
技術（宇宙開発・核・通信）
熱い戦争（ベトナム戦争、朝鮮戦争）

例えば︓「冷戦」 ステップ２

キーワードマップ
を活用！
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• どのようにして冷戦が終わったのかを国際政治
の観点から検討

• ＜私の場合＞
冷戦が個々⼈の⼈⽣に与えた影響は︖

→アジアの国際政治の影響で他国に
移動した⼈を調査

例えば︓「冷戦」 ステップ３
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例えば２︓「インターネット」ステップ１

20
https://japanknowledge.com/library/



例えば２︓「インターネット」ステップ２

• When 1960年代
• Where アメリカで⺟体となる技術が開発
• Who（＋to Whom)

国防総省の⼀機関⇒その後⺠間へ
• Why 軍事⇒商⽤
• How オープンシステムとして世界中の

技術者が参加する形で進化

技術・社会・政治などに様々な影響

キーワードマッ
プを活用！
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例えば２︓「インターネット」ステップ３

• インターネットによって、働き⽅がどのよう変
わったかを社会学的に検討する。
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ブレーンストーミングが成功の鍵
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キーワードマップの作成・共有
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キーワードマップ作成の際のヒント

1.基礎知識の確認と関連⽤語のピックアップ

2.概念の整理と構造化
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基礎知識の確認
（百科事典）
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JapanKnowledgeへのアクセス(1)
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/

 KULINEの左側メニュー「図書・雑誌・論⽂を探す」
→データベース
（⽅法1）「資料のタイプで探す」から「辞書・事典」→

JapanKnowledge Lib

（⽅法2）Jをクリック → JapanKnowledge Lib
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JapanKnowledge Lib トップページ
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https://japanknowledge.com/
library/



『⽇本⼤百科全書』における「⼤気汚染」の項⽬より

29



概念の整理と構造化
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NDLサーチの活⽤（１）http://iss.ndl.go.jp/

関連キーワー
ドの階層構造

31

https://iss.ndl.go.jp/



NDLサーチの活⽤（２） http

32

上位概念・上位語
BT（Broader Term）

検索語
関連語

RT（Related Term ）

下位概念
下位語

NT（Narrower Term）



JST シソーラスマップの活⽤
http://thesaurus-map.jst.go.jp/jisho/fullIF/index.html
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Webcat Plus 連想検索の活⽤ （1）
http://webcatplus.nii.ac.jp/

関連キーワー
ドの階層化

文献情報
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Webcat Plus 連想検索の活⽤（2）

大気
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新書マップの活⽤（１）
http://shinshomap.info/search.php

36
関連テーマをクリック
すれば、さらに展開

外側に上位概念
内側に関連語

関連テーマ/
キーワードを切り替えて
表示、絞り込み



新書マップの活⽤（２）
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グループ課題ですが・・・

• 調べものとプレゼン成功の最⼤のこつは、⾃分
たちが⾯⽩いと思えるテーマを選び、それをい
かに伝えるか、知恵をしぼりあうこと。

Enjoy!
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大学図書館の活用と情報探索 第10回

グループワーク・
課題について

2019.6.25



• 1班.災害と情報

• 2班.世界遺産

• 3班.世界遺産

• 4班.人口増加と食糧問題

• 5班.農業と環境

• 6班.ベーシックインカム

• 7班.景観保全

• 8班.睡眠障害

• 9班.国際移動

• 10班.宗教問題

4

発表テーマ（6/20時点）



発表テーマの設定

テーマは漠然としすぎないように注意する

×食の安全について

○遺伝子組み換え食品の安全評価と選択（過去の例）

アプローチする分野や研究対象を具体的にする

（過去の例）

アメリカ優生学の歴史から現代の生殖医療の在り方を問う

学力格差ー現状と日本や海外での取り組みについてー
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グループワークの手順

1. 事典を引いてみる（グループワーク）

2. 4W1Hを考える（グループワーク）

3. アプローチする角度を考える

（個人ワーク、課題）→（グループワーク）

・まず個人で1および2で整理したことからキーワードマッ
プを作成する

・グループ内でキーワードマップを共有し、グループとし
てのテーマを決める

※授業終了後に、終了時点でのキーワードマップとテーマ
メモを提出してください
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本日の課題について

【課題1】

下記のツールや自分の連想を利用して、キーワードマッ
プを作成しなさい。中央の四角には、グループで決めた
テーマに関連するキーワードを記入しなさい。キーワー
ドマップは授業終了時に回収します。

NDLサーチ

JST シソーラス（マップ） * ブラウザはIEを利用すること

新書マップ * ブラウザはIEを利用すること

JapanKnowledge Lib*
*同時アクセス数制限あり

ただし6/25のみ同時アクセス50

Webcat Plus

7

すべて、PandA もしくは授業ページ
にリンクがあります。
京都大学図書館機構 > 学習/研究サ
ポート > 「大学図書館の活用と情報
探索」> (10-14回)総合演習 > 講義



キーワードマップとテーマ例

テーマ：遺伝子組み換え食品の安全評価と選択
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本日の課題について

【課題2】

発表テーマに関連する図書をKULINEで検索し、最も重要と思

われる図書を1冊借りて、調査に必要な箇所を読みなさい。

【課題3】

発表テーマに関連する論文2点を論文データベースCiNii
Articlesで検索し、通読しなさい。

【課題4】

発表テーマに関連する新聞記事1点を新聞データベース*から
探して、通読しなさい。*同時アクセス数制限あり

グループで情報共有するため、借りた図書1冊、論文2点、新
聞記事1点の内容を次回授業[7/2（火）]に持参しなさい。

9



10

すべて PandA・授業ページに
リンクがあります

https://database.yomiuri.co.jp/about/rekishikan/

http://mainichi.jp/contents/edu/maisaku/login.html

https://database.asahi.com/index.shtm



次回授業

日時：2019/7/2（火）4限

場所：メディアセンター303

内容：引用・参照のルールとポイント、
RefWorksに関する講義

+グループワーク

+発表内容1分間予告

持ち物：課題の図書、論文、新聞

事前準備：RefWorksのアカウント作成

14



第11回予習

下記URLを一読し、PandAの「テスト・クイズ」にあ
る「著作権クイズ」を提出してください。

「著作権って何？（はじめての著作権講座）」の以下5項目
（http://www.cric.or.jp/qa/hajime/index.html ）

①著作権は身近なルール

②著作物にはどんな種類がある？

③著作者にはどんな権利がある？

④著作権の保護期間はどれだけ？

⑤著作物が自由に使える場合は？

「著作物等の保護期間の延長に関するQ&A（文化庁）」
（http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/kantaiheiyo_chosa
kuken/1411890.html）
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http://www.cric.or.jp/qa/hajime/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/kantaiheiyo_chosakuken/1411890.html
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本講義の内容

• 課題（著作権クイズ）について

• 引⽤・参照の定義とルール

• 発表のポイント
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著作権クイズ



著作権クイズ１ （○/×）

• 著作権は商標権や特許権などと同様、
「知的財産権」の⼀部である。

• ○
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知的財産権

公益財団法人著作権情報センターＨＰ.著作権って何？(はじめての著作権講座）
http://www.cric.or.jp/qa/hajime/,（参照2019-6-25)
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著作権クイズ２（○/×）

• ⾃分のHP内に、無許可で他の⼈のHPのリンクを貼る
のは著作権侵害である。

• ×

• 他⼈の著作物であるHPの内容の複製をつくったり、⾃
らの著作物として送信しているわけではないので問題
ない。
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著作権クイズ３ （○/×）

• ディズニーキャラクターのイラストを描き、Tシャツ
にプリントし、フリマで販売する予定である。⾃分で
イラストを描くので、著作権上は問題ない。

• ×

• ⾃分でイラストを描く場合でも、ディズニーキャラク
ターと分かるものを無許可で作成し、販売するのは著
作権違反である。
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著作権クイズ４ （○/×）

• 図書館資料は著作権法31条で資料の複製が認められて
いるので、私的利⽤であれば図書1冊まるごとをコ
ピーしてよい。

• ×
• ⼀部、つまり⼀冊の半分までが⽬安。雑誌論⽂の場合

は、⼀論⽂ごとに著作とみなされるので、新刊をコ
ピーする際は⼀論⽂の⼀部のみ。ただし、次号がでた
のちは、⼀論⽂すべてをコピーしてもよい。
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著作権クイズ５ （○/×）

• 『⾚⽑のアン』の翻訳者である村岡花⼦は1893年に⽣
まれ、1968年に亡くなった。村岡花⼦の著作物の著作
権は、2019年6⽉現在、消滅している。

• ✖

• 著作権の保護期間は著者の死後70年である。
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著作物の保護期間延⻑

文化庁HP. 著作物の保護期間の延長に関するQ and A. 
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/kantaiheiyo_chos
akuken/1411890.html,（参照2019-6-25)
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クリエイティブ・コモンズ

Creative Commons Japan HP
https://creativecommons.jp/licenses/，（参照2019-6-25)11



ウィキペディア「冷戦」https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%B7%E6%88%A6，（参照2019-6-25) 1

1

2

1



京都大学貴重書デジタルアーカイブ「天正遣欧使節肖像画」https://rmda.kulib.kyoto‐
u.ac.jp/item/rb00007683#?c=0&m=0&s=0&cv=0&r=0&xywh=‐14451%2C‐
327%2C35364%2C6533，
（参照2019-6-25)
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引⽤と参照



引⽤と参照

• 共通点︓持論を展開するために、先⾏研究をは
じめとする⽂献を⽤いること。引⽤・参照した
⽂献は⽂中と、⽂末のリストに明記。

• 引⽤︓他者の意⾒や⽂章を、そのまま書き写す。
「」や段を下げることで、⾃分の⽂章でないこ
とを⽰す。

• 参照︓他者の意⾒や⽂章を要約した上で、⾃論
を展開する。複数の参照元を⼀⽂にまとめても
よい。
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「引⽤」「参照」のルールやポイント

指定されたフォーマットで引⽤・参照し、および参考
⽂献リストを作成する （今回はハーバード⽅式＋
SIST）

「⾃分の⽂章」が主で「引⽤部分」が従であることが
はっきりわかるように書かれている

引⽤部分の明確化、被引⽤⽂献（出典）の明⽰
「 」や “ ” でくくる
⻑い⽂章の引⽤は「段下げ」（インデント）

16



「引⽤」「参照」の例︓バンクーバー⽅式

本⽂中で参照した
部分を、⽂献リス
トや註（脚注・⽂
末註）で明⽰

⽂献リストは引⽤
順

出典：伏木亨.うま味とにおいのインターラクション : 鰹ダシのおいしさを例に．日本味と匂
学会誌．2009, vol.16, no. 2, p.185-188.

本文
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「引⽤」「参照」の例︓ハーバード⽅式

参考文献

出典： 櫻井義秀. 分野別研究動向（東南アジア）グローバリゼーションと地域社会変動. 社会学評論. 2008, vol. 57, no. 1, p. 
204-217.

本文中に、著者と出版年を明示。
文献リストは、五十音順

本文
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図・表の引⽤⽅法

出典：”目で見るＡＳＥＡＮ－ＡＳＥＡＮ経済統計基礎資料－“外務省アジア大洋州局地域政
策課. http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean，（参照2019-6-25)

出典と加工
方法を明記
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「引⽤」「参照」の意味

20

l⾃分の意⾒や発想の根拠を明⽰する

Ø先⼈達による学問の積み重ねの中に、何を
付け加えたかを明らかにすることで、⾃分
の発⾒の位置づけを明らかにする

Ø今までの⾒解に反論する場合でも、「反論
対象」の根拠を明⽰する

l⾃分の意⾒と他⼈の意⾒とを区別する
Ø「盗作」と⾒なされる恐れがある

⇒「著作権」侵害

l研究⽅法についても、引⽤・参照が求められ
る場合がある



発表のポイント



発表のポイント１

1.関連資料を⼗分に網羅し、読み込んでいる
か︖

2.関連資料のポイントを的確にとらえているか、
他の⼈に分かりやすく伝えられているか

3.各グループならではの着眼点で、先⾏研究を
考察できているか

22



発表のポイント２

1.分かりやすい資料の作成
フォント︓20PT以上 24PT 16PT

図の利⽤
⽬次の挿⼊

2.魅⼒的なプレゼン
導⼊
アイコンタクト
声の⼤きさ
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発表のポイント３

引⽤と⽂献リストの書式をきちっとおさえる
⇒引⽤︓⽂末註

参考⽂献リスト︓SIST_02  形式

科学技術情報流通技術基準 参照⽂献の書き⽅
http://sti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/main.ht
m の「5. 資料種類別の記述例 」を参照する

著者名の五⼗⾳順に作成、ウェブサイトは別項にまとめる

24



RefWorksの使い⽅

2019.7.2

⼤学図書館の活⽤と情報探索 第11回



参考⽂献リスト

2

● 論⽂・レポート等には、⼀定の記述⽅法で引⽤/参考⽂献を掲載
以下の例だと、論⽂の記述⽅法は、

「著者︓論⽂タイトル, 掲載雑誌名, 巻号, 掲載ページ, 
(発⾏年)」



⽂献管理ツールとは

3

● 論⽂執筆等に必要な⽂献の情報を蓄積・管理

● 参考⽂献リストを簡単に作成

● ウェブ上で使える⽂献管理ツール

● 他の研究者/学⽣との情報共有や公開も可能

RefWorksは…

日頃の文献収集で！

レポート執筆時に！
手入力よりも早く正確に！



Webページを参考⽂献にする場合

例︓
科学技術・学術政策局⼈材政策課. “「研究活動における不正⾏為
への対応等に関するガイドライン」に係る質問と回答（FAQ）”. 
⽂部科学省. 2015-03.
http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1352820.htm, (参照 2016-
06-01).

Webページのレコードは、SIST02のフォーマットでは上⼿く出⼒
できないので、適宜整形する。

20

著者名．”Webページ名”．Webサイト名. 更新日付.
入手先，（入手日付）．

注意

グループ発表

最終レポート



操作に困ったら…

26

RefWorks ユーザーガイド

http://www.sunmedia.co.jp/e-
port/refworks/download.html

図書館機構トップ＞
文献管理ツール



課題の提出について



PandA コースサイト

28

大学図書館の活用と情報探索<2019前期火4>

授業タブの中から、
「大学図書館の活用と情報探索」をクリック

「リソース」ではファイル等のアップロードが
可能。課題以外でも、班内の情報共有に活
用してください。

課題 11



PandA リソースにアップロード（１）
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自分の班フォルダの
「追加」プルダウンから、
「ウェブリンク(URL)を追加」

課題 11



PandA リソースにアップロード（2）

30

ウェブアドレス（URL）：RefShareのURL
ウェブサイト名：[RefShare]〇班_氏名_学籍番号

課題 11



これからの予定

31

持ち寄った資料をもとに発表準備を進める
*授業中は新聞データベースの同時アクセス制限なし

15:45までに発表概要を⽰したスライドを
1枚作って,PandAのリソースにアップロード



これからの予定

32

 スライドの作り⽅
画面左下Windowsボタン>すべてのプログラム

>MicrosoftOffice >Microsoft PowerPoint

 15：45 - 16：15 各班1分間発表
作ったスライドを前の画⾯に表⽰して発表



次回予告

33

• ⽇ 時︓2019年7⽉9⽇（⽕）４限

• 場 所︓ライブラリーホール(附属図書館 3F)

• 内容︓最終課題・アンケートの説明
グループで発表準備

•各班1台はノートPCを持参してください
•⽤意できない班はご相談ください
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